
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 月 火 水 木 金 土 

午
前 

神経内科 1 診  院長 院長 齋藤 院長 院長 

精神科 2 診 玉元 森田 玉元 玉元 木原 森田 

消化器内科 

内科 
5 診 川村 小野 川村 小野 川村 小野 

午
後 

精神科 2 診 森田 玉元 木原 木原 森田  

消化器内科 

内科 
5 診 小野 小野 川村 川村 小野  

 

 

 

 

 

 

 はじめまして。４月に赴任しました川村一子と申します。出身は香川県ですが、高

知県に来てから今年で足かけ１４年になります。高知の言葉にもすっかり慣れてきま

した。 

 当院では外来、入院患者さんの内科全般のことを担当させて頂きます。今まで、私

は（研修病院を除いては）主にへき地の病院で診療をしてきました。へき地ですから

医療機関も尐なく交通の便も悪いので、できるだけどんな病気でもまずはみるように

心がけてきました。この病院は町中にあり、また患者さんも比較的特殊な疾患の方が

多く、尐し状況は違いますが今までと同じようにできるだけ色々なことに対応して地

域の人たちや入院患者さんのお役に立ちたいと思っています。何かあれば気軽に声を

かけて頂ければうれしいです。 

 それではこれからどうぞよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 22 年 2 月 27 日に上記学術集会が国立病院機構徳島病

院であり、当院からは中澤院長、戸田臨床心理士、久保岡看護師、

福井看護師、溝渕栄養士、桑原が参加しました。研究会は中澤院

長をはじめ 3 名の医師による特別講演、戸田臨床心理士と桑原

を含む一般演題が 9 演題、ポスター発表が７題あり、全体とし

ては看護師さんの発表が多かったです。 

 私が一番興味をもったものは、高松医療センターの市原先生の

講演「筋委縮性側策硬化症における TPPV（気管切開下人工呼

吸療法）下発声のメカニズム」でした。 

 私は勉強丌足で人工呼吸器下で発声する方法があることすら

知りませんでした。発声をあきらめざるを得ない人工呼吸器を装

着した患者様で、特に口の機能が保たれている方の QOL のため

には有効と思われ、勉強してぜひ取り組んでみたいです。 

 私はこの会に昨年も参加し発表させていただきました。発表に

当たって考えをまとめていく過程は物を生み出す「苦しみ」を伴

う作業のように感じます。自分の中で漠然としているものをわか

りやすく、適切な言葉で表さなければいけません。しかし深く考

える作業をすることで、まとめ始める前は気がつかなかったこと

について「ああ、そうか」というあらたな発見にもつながり、出

来上がったときはすっきりとした気持ちになります。新たな発見

をする意味で来年はぜひ、他の部署からの演題も期待します。 

 末筆ながら、今回の発表に際して、ご指導いただいた院長先生

や忙しい業務の中予演会に参加してくださったリハビリ部の皆

様、宮地栄養士さん、大黒・井河・井土各看護師長さん、ノーマ

ル例の発声を調べる研究活動に快く協力してくれた藤本看護助

手さんに感謝します。 

診療科目 
神経内科 精神科 消化器内科 内科 

リハビリテーション科 放射線科 

診療時間 

月～金 午前 8：30～12：30 

    午後 1：30～  5：00 
 

 土  午前 8：30～12：30 

休日診療 なし 但し急患は診療いたします 

面会時間 午前 9：00 ～ 午後 9：00 

予約時間 神経内科は予約診療を行っております 

救急指定 なし 

健康診断・人間ドック あり 脳神経検診、消化器検診 
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病院の理念 
 

1. 安全で質の高い医療によって地域に貢献します。 

 

2. 信頼関係に基づき暖かい医療を提供します。 

 

3. 専門性を追求し自己研鑽に努めます。 

 

 

 

基本方針 
 

1. 病院が地域の社会資源であるとの認識に立ち、本院

の専門性を通して、地域の医療と福祉に貢献しま

す。 

2. 本院は、脳と神経及び精神の疾病や障害を主な診療

対象として、その神経学的、精神医学的診断、治療

と臨床的研究に努めます。 

3. 個々の患者とその家族への充分な説明とそれに基

づく納得の上での同意を前提として診療を行いま

す。 

4. 本院での医療行為は、科学的根拠に基づき、自由で

暖かい生命倫理に立って行います。医療環境が常に

清潔で、明るく保たれる様努力します。 

5. 本院の職員は、常に自己の資質と医療技術の向上に

努め、病める人たちへの奉仕者としての自覚を持ち

ます。 
 

 

平成 22 年 4 月 1 日改訂 

 

当院は患者さんの信頼に基づく適切な医療を行うために 

患者さんの基本的な権利を尊重します。 

 

患者さんの権利 

 

１.患者さんが適切な医療を平等に受ける権利 

   患者さんは差別されることなく平等に、当院で達成可能な医療を受ける

権利があります。 

２.患者さんの人格、価値観が常に尊重される権利 

   患者さんはひとりの人間として、その人格、価値観などが尊重されます。 

３.患者さんが医師等から十分な説明を受け、自らの意志で医療行為を選択・

決定する権利 

   患者さんは、医療の内容、治療・検査などの効果・危険性、他の治療法

などについて説明を受け、医療の内容を十分理解し、同意した上で、適

切な医療を選択し、受ける権利があります。同意できない場合は、医療

を受けることを拒否することもできます。 

４.患者さんがご自身の診療に関する情報の提供を受ける権利 

   患者さんは、当院で行われたご自身の診療に関する情報の提供を受ける

権利があります。 

５.患者さんの個人情報、プライバシーが保障される権利 

   患者さんは、病院内での生活を、可能な限り、他人に侵害されない権利

があります。また、医療の過程で得られた個人情報は、個人の秘密とし

て厳守され、患者さんの承諾なしには開示されない権利があります。 

 

              患者さんへのお願い 

患者さんには、私たちが、安全かつ適切な医療の提供を行うために、 

次のことをお願いいたします。 

 

1. ご自身の体調に関する情報を正しくお伝え下さい。 

2. 医療に関するご希望を率直にお伝え下さい。 

3. 検査や治療などの医療行為は十分なご理解と合意の上でお受け下さい。 

4. 療養上必要な制約を受けることをご理解下さい。 

5. 他の患者さんの治療や職員の業務に支障をきたさないようご協力下さい。 

平成 22 年 4 月 1 日より 

事務部の制服が変わりました 

 ■認定・指定 

日本神経学会教育関連施設 

日本静脈経腸栄養学会 

NST 稼動施設 

高知県神経難病医療 

ネットワーク基幹協力病院 

 ■病床数 

病床数 162 床 

  特殊疾患病棟(１)   46 床 

  医療療養病棟    56 床 

  精神療養病棟    60 床 
国立病院機構 

徳島病院にて 


